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越谷市社会福祉協議会は、「みんなが参画し ともに築く 福祉のまちをめざして」をスローガンとし、より一層、事業を推進してまいります。

第
４
次
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
と
り
わ
け
、
地
域
福
祉
活
動
を
豊

か
に
で
き
る
よ
う
、
第
３
次
越
谷
市

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
み
ん
な
が
参
画
し 

と
も
に

築
く 

福
祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」

の
実
現
に
向
け
、
地
域
住
民
や
市
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
等

の
連
携
を
深
め
、
本
協
議
会
の
有
す

る
機
能
と
役
割
を
発
揮
し
、
各
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〈
重
点
施
策
〉

1
　
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
基
盤
づ

　
　
く
り
の
推
進

　
地
域
共
生
社
会
の
実
施
に
向
け
た

小
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
運
営
や
地

域
の
中
の
課
題
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
見

守
り
活
動
等
を
行
う
福
祉
推
進
員
の

養
成
・
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を

行
い
、
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
（
市
受
託
事
業
）
に
お
い
て
は
、

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
多
機
関
が
連
携

し
、
円
滑
に
支
援
が
で
き
る
よ
う
調

整
役
を
担
う
と
と
も
に
、
課
題
を
抱

え
な
が
ら
も
支
援
が
届
い
て
い
な
い

方
に
支
援
が
届
く
よ
う
、
継
続
的
な

伴
走
支
援
を
行
い
、
包
括
的
な
支
援

体
制
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
（
市
受
託
事
業
）
に
お
け
る
各
地

区
地
域
支
え
合
い
会
議
で
、
住
民
が

主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
、
解

決
に
向
け
た
具
体
的
な
活
動
の
展
開

が
で
き
る
地
域
福
祉
の
基
盤
づ
く
り

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

2
　
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
、
助

　
　
け
合
い
活
動
の
推
進

　
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者

世
帯
や
子
育
て
世
帯
等
に
家
事
支
援

を
行
う
、
ほ
ほ
え
み
サ
ー
ビ
ス
事
業

で
は
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
に
よ

り
、
学
習
機
会
等
が
十
分
に
確
保
で

　基
本
方
針

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
核
家

族
や
単
身
世
帯
の
増
加
等
に
よ
り
地

域
に
お
け
る
人
と
人
の
つ
な
が
り
が

希
薄
と
な
り
、
地
域
、
家
庭
と
い
っ

た
生
活
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、

支
え
合
い
の
基
盤
が
脆
弱
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
8
0
5
0
問

題
」
、
「
育
児
と
介
護
の
ダ
ブ
ル
ケ

ア
」
、
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
、

「
児
童
虐
待
」
、
「
ひ
き
こ
も
り
」

と
い
っ
た
、
一
つ
の
世
帯
に
複
数
の

問
題
が
存
在
し
て
い
る
状
態
や
、
社

会
的
孤
立
を
起
因
と
し
た
複
雑
・
複

合
的
な
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
国
で
は
、
制
度
や
分
野
ご

と
の
「
縦
割
り
」
や
「
支
え
手
」
と

「
受
け
手
」
と
い
う
従
来
の
関
係
を

超
え
て
、
人
と
人
、
人
と
社
会
が
つ

な
が
り
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い

や
役
割
を
持
ち
、
助
け
合
い
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
共
生
社
会
推

進
の
観
点
か
ら
、
令
和
３
年
度
に

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
協
議
会
で

は
、
第
３
次
越
谷
市
地
域
福
祉
活
動

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

引
き
続
き
、
市
と
協
働
し
て
包
括
的

な
支
援
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化

し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
相
談
支
援
体
制
や
権
利
擁
護
支

援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
事
業
や
福
祉
教
育
、
各

種
講
座
等
を
拡
充
し
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
な
お
、
第
３
次
越
谷
市
地
域
福
祉

活
動
計
画
が
令
和
７
年
度
で
最
終
年

度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
第
３
次
計

画
の
取
り
組
み
状
況
等
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
、
市
が
策
定
す
る
地
域
福

祉
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら

き
な
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
に
も
、

関
係
機
関
等
と
協
力
し
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

越
谷
市
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総
合

事
業
住
民
主
体
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
）
の
実
施
団
体
と
し
て

も
登
録
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
等
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
市
受
託
事
業
）
で

は
、
地
域
に
お
い
て
、
子
育
て
援
助

を
行
い
た
い
方
と
子
育
て
援
助
を
受

け
た
い
方
を
会
員
と
し
て
登
録
し
、

会
員
間
に
よ
る
子
育
て
援
助
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
子

育
て
支
援
機
能
の
強
化
を
図
り
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
的
に
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
市
受
託
事
業
）
で
は
、
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
や
高
齢

者
の
実
態
把
握
、
虐
待
へ
の
対
応
を

含
む
総
合
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
保
健
・
福
祉
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
が
、
有
機
的

に
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
の
関
係
強

化
を
図
り
ま
す
。

3
　
福
祉
教
育
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ

　
　
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
地
域
住
民
に
地
域
や
福
祉
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
身
近
な

人
々
や
地
域
と
の
関
わ
り
の
中
か

ら
、
「
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
」
の
中
で

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
を
学

び
、
解
決
す
る
方
法
を
考
え
、
行
動

す
る
力
を
養
う
こ
と
で
、
「
と
も
に

生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
福
祉
教
育
を
推
進
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拠
点
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

情
報
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

を
図
り
ま
す
。 

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
被

災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
迅
速
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
で
き
る
よ

う
、
平
時
か
ら
行
政
、
関
係
機
関
、

地
域
住
民
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
周
知
及
び
登
録
者
等
へ
の
研
修
を

行
い
ま
す
。

4
　
相
談
支
援
体
制
や
権
利
擁
護
事

　
　
業
の
充
実

　
地
域
に
お
け
る
様
々
な
福
祉
課
題

及
び
生
活
課
題
に
広
く
応
じ
、
適
切

な
支
援
と
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
機

関
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
な
げ
、

そ
の
福
祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
引
き
続
き
、
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
等
と
連
携
し
、
総
合
福

祉
相
談
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
総
合
福
祉
相
談
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
、
本
会
全
職
員
が
種
別

や
制
度
の
垣
根
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
意
識
を
持
ち
、

地
域
住
民
の
困
り
ご
と
に
対
し
、
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー(

市

受
託
事
業)

で
は
、
認
知
症
や
知
的

障
が
い
、
精
神
障
が
い
等
の
理
由
に

よ
り
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
、

啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
重
篤

な
状
態
に
な
る
前
に
適
切
な
支
援
に

つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
相
談
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

5
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
と

　
　
健
全
経
営

　
介
護
保
険
事
業
や
障
が
い
者
支
援

事
業
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
、
包
括
的
な
支
援
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
様
々
な
援
助
を
必
要
と
す

る
人
の
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
や
心

身
機
能
の
維
持
を
通
し
て
利
用
者
本

位
の
自
立
を
支
援
し
、
生
活
の
質
の

向
上
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
的
な
事
業
経
営
に
あ

た
っ
て
は
、
制
度
改
正
の
動
向
を
把

握
し
、
適
時
適
切
な
対
応
を
図
る
と

と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な

る
人
材
の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

6
　
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
の

　
　
運
営
基
盤
の
強
化

　
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
福
祉
課
題

に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
計
画
的

な
研
修
体
系
等
の
も
と
に
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
う
え
で
要
と
な
る
職
員

の
人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
協
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
活

動
、
情
報
発
信
を
行
い
、
地
域
福
祉

活
動
へ
の
関
心
を
高
め
住
民
参
加
を

促
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
や
、

住
民
の
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
支
援
を
行
う
た
め
、
公
的
財

源
及
び
社
協
会
費
や
寄
付
な
ど
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
、
活
動
財
源
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

収益
事業

公益
事業

社会
福祉
事業

社会福祉事業・公益事業・収益事業予算
【収入】総括表

社会福祉事業・公益事業・収益事業予算
【支出】総括表

会費収入
寄付金収入
経営経費補助金収入
受託金収入
貸付事業等収入
事業収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
その他の活動による収入
前期末支払資金残高

14,504
2,000

119,448
634,114

2,760
1,347

64,506
86,160
33,301

775
137,179
73,607

1,169,701

132,573

8,594

120

△ 13,460
127,827

6,708

6,708

単位：千円

単位：千円

勘定科目（大科目） 社会福祉事業
予算額

公益事業
予算額

収益事業
予算額

1,304,236
合　計

３会計の合計

事業区分 サービス区分 予算額
法人運営事業
会員会費
地域福祉推進事業
ボランティア活動推進事業
共同募金配分事業
生活支援推進事業
生活困窮者等支援事業
介護予防支援事業
愛の詩基金積立事業
愛の詩基金果実事業
老人福祉センター事業
障害者福祉センター事業
障害者就労訓練施設事業
介護支援事業
訪問介護事業
障害福祉サービス事業

ファミリー・サポート・センター事業
成年後見センター事業
地域包括支援センター事業
市民プール管理運営事業

自動販売機事業

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

17
18
19
20

21

200,550
19,291
92,207

4,895
27,996
△ 8,419

24,478
9,930

54,736
21,768

289,000
54,350

201,402
60,106

△ 15,807
133,218

1,169,701
13,081
28,088
31,658
55,000

127,827

6,708

6,708
1,304,236

小　　　計

小　　　計

小　　　計
合　　　計

※予算額には当期末支払残高が含まれますので、マイナスとなるサービス区分があります。

越谷遊技業組合
渡辺敦志
植竹安維（２月分）
ベルク越谷西方店
ベルク越谷花田店
ベルク東越谷店
深井トシ
植竹安維（3月分）
桜井地区センター募金箱
コモディイイダ越谷店
匿名（2件）

200,000円
500円

10,000円
52,937円
53,742円
39,827円

1,655円
10,000円

1,159円
14,272円

3,500円

387,592円合　計

令和7年2・3月分

累計1,825,851,922円
現在、20億円を目標に、積み立てを進めています

（令和7年3月31日現在）順不同・敬称略
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--------------------------
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--------------
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-----
-------

----------------------

------------

くすのき荘くすのき荘

300万人300万人
達成！達成！

来館者来館者

　老人福祉センターくすのき荘の来館者が３００万人を達成しま
した。４月１１日に達成を記念して、記念式典が開催されました。
　３００万人目の来館者は、桜井地区在住の渡邊明さんでした。
　式典では、市長から記念来館者証、当協議会会長から記念品が
贈呈されました。
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